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Poor Whiteにおけるアイデンティティの探求一

三 園 敏 幸

 Poor Wh iteを執筆した動機について，シャーウッド・アンダスソ（Sher．

wood Anderson，1876-1941）は近代産業によって変貌するアメリカの町と1

そこに住む人タの富と権力に対する夢を描きたかった，としている。（1）

 1920年10月に出版されたPoor Whiteは， Blanche H． Gelfantを初めと

する多くの批評家たちによって，VVinesburg， Oh io（1919）を除いたアンダ

スソの長編小説の中で最も充実した作品である，と考えられている。（2）

 Pocr Whiteは内容から見て，三つの部分に分けられる。即ち， Book I

とilは主人公ヒュー・マクヴェイの少年時代と，放浪の揚句，ビドウェル

という町で，彼が有名な発明家になったことを物語る。Book Illでは，ビ

ドウェル農場の娘であるクララの娘時代から大学時代への転換を物語る。

Book IV， V， VIでは，ビューのクララへの求婚，結婚，そして不幸な家庭

生活を軽て，究極的に，彼らは愛と理解に基づいた和解によるhappy end

を物語る。

 この作品の最初。部分はマーク・トゥエイソの影響が大きく，ミズーリ

州ミシシッピー河西岸の“Mudcat L，anding”のビューの姿はHuckleberry

Finnを思い起こさせる。（3）

 ヒュ'一の父親は若い頃は農夫であったが，ある製革所に職を求めてMu・

dcat Landingとさげすみ呼ばれているこの町に移ってくる。そこで結婚

し，ヒューが生まれる。しかし，その製革所は1年か2年で倒産してしま

う。ビューの父親は大酒飲みになり，やがてビューの母親は死ぬ。この怠

惰な父親はビューを連れて，河のほとりの小さな漁猟用の堀立小屋で生活

を始める。
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 父親は町の通りや河岸のあたりを何をするともなく，ぶらぶらと歩きま

わって日を送る。仕事が見つかると，ビューがその仕事をやり，その間，

父親は日向で横になって眠るのである。

 14歳になったビューは駅長のヘンリー・シェパードとその妻のセーラの

家で生活するようになる。ニューイングランド出身のセーラにヒューは教

育を受ける。

  Sarah Shepa rd looked upon what she called Hugh's laziness as a

thing of the spirit． “You have got to get over it，” she declared． “Look

at your own people-Poor white trash-how lazy and shiftless

they・ are． You can't be like them． it's sin to be so dreamy and

worthless．” （4）

 セーラの精力的な精神におされて，之ユーはとりとめのない夢に耽ろう

とする自分の性癖を，克服しようと努力する。彼は自分の属する階級の人

たちは本当に劣等であり，社会人としての価値のない，除者にされるべき

人間ばかりだということを信ずるようになる。

 ヒューが19歳になった時，彼を後任にして駅長夫婦は，ミシガン州へ

去って行く。やがて20歳になったヒューは東部での輝かしい将来を夢みて

故郷をあとにし，旅費を労働でまかないながら，世間の男女と親しく融合

し幸福を見つけ出すことができるような場所を求めて，町から町へと移っ

て行く。3年の後，オハイオ州のビドウエルという田舎町に流れつく。こ

こでは，電信技手の仕事をする一方，町の人kと親しくなりたいと思いな

がらも溶け込めない彼は，その淋しさをまぎらすために，発明のうちに自

己を表現していく。

 ヒューは物質的な成功を漠然とではあるが，よいことだと思うような男

に成長していく。やがて彼は農業機械の発明家になる。発明された品物は，

町の物質主義の実業家たちの思わく通りに商品化され，ヒューは彼らの手

中であやつり人形のようにあやつられていく。

 彼の発明によって，かつての田舎町は次第に都市化していき，資本家・
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労働者という身分階級が生じる。彼にはその功罪についての意識は極めて

薄い。

 こうした社会では，金が次第に支配的になっていき，同時に人間性は軽

視されるようになる。

The money was an indication of superiority． There could be no doubt

about that． （5）

資本家はWinesburg，0肋に於けるTom Willardと同亡レベルの人間

で，所謂，物質主義者にすぎない。grotesqueになる資質すら持ち合わせ

ない恥ずべき生きものである。1916年のMassesの2月号に掲載し，後に

VVinesburg， Oh ioのエζソード全体を集約する，いわば序章の役割を果た

している“The Book of the Grotesque”の中で， g rotesqueについてアソダ

スソは語っている。要約すると次の通りである。

 「人間は成長するにつれて，多くの漠然とした思想の集成物としての真

理を見つけ出していく。そして，自分に相応しい真理を見い出し，それに

執着して人生を過そうとした途端に，その人はgrotesqueになってしま

う。」

 中西部に点て，機械工業中心め資本主義の時代が台頭しつつあった当時，

ヨーロッパの農本主義の時代から工業中心の時代への移行とは違って，そ

の変化は余りにも急速であった。従って，過去の経験から割り出した真理

に執着して生きようとする人間は身心が離反し，彼らはlifeをthe life of

realityとthe life of・fan（yの二つのセクションに分割せざるを得ない。 the

life of fancyには道徳観念はない。

In the world of fancy， you must understand， no man is ugly． Man is

ugly in fact only． Ah， there is the difficulty． （6'

資本家たちはfancyの世界で生きる必要性を感じていない人間であり，
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資本主義社会機構のもとで自己疎外を意識しない人間である。資本家で

あるスティーブ・ハンター，，トマス・バタワース，エド・フォールなどは

「無気力者」（‘impotent'）にすぎない。

True maleness does not boast of its maleness． Only truly strong men

can be gentle tender patient a nd kindly； and sentimenta1 male strut-

ting is perhaps always but an outpouring of poison frem the bodies of

impotent men． （7）

 ビューは有名な発明家ではあるが，長身でぶざまな手足をしており，そ

の上セーラの言った“poor white trash”（8）を思い出して，とてもimpotent

にはふるまえない。しかし，ビューは物質的な成功を是認しており，gro・

tesqueではないが，その要素を多分にたずさえている。

 産業が勃興する以前，人々がまだ気違いじみた覚醒を経験しない頃は，

中西部の心々はいずこも眠ったような町ばかりで，人々は昔ながらの職業

を営み，農業をやり，商いをやっていた。しかし，ヒューが農業機械を発

明し，更に今度は，石炭を積んだ石炭車を，鉄道線路から空中高くまでも

ちあげ，車を傾けて滑降路の中へおろす装置を発明したために，ビドウェ

ルの町は益々活気をおびていく。

 労働者は一日で稼いだ金で，一冬中自分の家を熱帯地方にいるような暖

かさにしておくことが出来るようになる。石油が出る土地をもった百姓た，

ちは，夜，寝床につく時には貧乏で銀行から借金までしている状態であっ

たのに，「夜あければ大金持になっている。彼らは町に移住して，至る所

に出来ている工場に投資をしたのである。（9）

 ヒューは不格好で要領が悪く，いわぽ非社会的な人間であり，どこへ

行っても他の人と心をかよわすごとが出来ないけれども，ひたすら人間的

なふれあいを求めている。ここにビューがgrotesquenessの要素を湛えた

男であることがわかる。

 いつしかヒューは女の優しさを求めるようになる。インディアナ州の農
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場の娘との初恋は別として，ヒューと2人の女性との愛の姿は，彼という

人間を知るうえで，また彼のidentityの確立をもたらすうえで，大切であ

る○

 その1人はローズ・マッコイである。ヒューはローズをただ，遠くから

あがめるべきで近づいてはいけない，少なくとも彼の方から近づいてはな

らない，清浄無垢の存在と見ている。ほとんどその全生涯を終えたマッコ

イ老婦人と，同じ家に住み生活を共にしてきたヒューとローズは，彼ら自身

をそれぞれ人生の真実にふれさせようと弱々しい努力を重ねながらも，お

互いの関係に於では，決してある明確な線にまで到達することが出来ない。

“How could he care for me？ How could a man like him care anything

for a homely little school teacher like me？” （'O）

とローズはビューを愛しながらも心の中でつぶやくのである。ビューは

ローズのことを“She's a nice woman，”・（11）と思いながらも，セーラに言わ

れた“poor white trash”という言葉が思い出されて彼女に近づくことが出

来ない。

“She's a good woman． Remember， she's a good woman；' （i2）

“Remember she's a good woman and you haven't the right． That's

all you have to do． Remember you haven't the right，” （i3）

とビューは心に強く言いきかせるのである。

 ヒューは幼い頃に母親と死別し，大酒飲みの父親に育てられ，ろくに学

校へも行かなかったために，その影響からくる性格の弱さと歪みに加えて

poor whiteであることがヒューを卑屈にさせている。

 2人目の女性はクラ'ラ・バタワーズである。

 ヒューはクララに対しても
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“She's a lady． what would she' b?wanting of me？ 1 ain't fitten for her．

1 ain't fitten． for her，” （i4）

と思い込み，・自分のようなpoor whiteには縁がない・と心に決めてはいた

が，自分には女性が欲しいのだと，クララが欲しいのだと思っている。

 クララと都会の男アルフレッド・バクレイのことでス．キャンダルがとん

でいることに，ビューは激怒し，．彼女をふしだら呼ばわりする男を打倒し

て“She's in trouble-here's my chnce，”（15）と思う。ビューは意気込ん

でクララを訪問する。戸口を開けたクララに決然と求婚する。

“1 came out here to．ask you to marry me，” he said． “1 want you to be

my wife． Wi11 you do it？”（i6）

タララは戸惑いながらもビューr一との結婚を承諾する。

“Here's my chance： This man is excited and upset now， but he is． a

ma n I can respect． lt's the best ma rriage 1'11 ever have a chance to

make． 1 do hot love him， but perhaps that wi11 come． This may be the

way marriages are made．” （i7）

 ヒi一どクララはその日のうちに郡役'所に行き，結婚の手続き．を済ませ

．るが，彼の心の中にまたしてもpgor whiteが頭をもたげ，』クララには近

づきがたい。結婚して一週間になるというのに，彼女はまだ彼の妻になっ

ていない。

…when at last Hugh， shaken and ashamed， gave up the struggle with

himself， she．arose and went to her bed where she threw herself down

and wept， as Hug h had wept standing in the darkness of the fields on

the night before． （i8）

1ヒューにとってクララは彼の手の届かぬところにいる。
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It did not seem to him that he could spend another night in the house

with her， lying awake， hearing the little noises of the night， waiting

．一
D for courage． He could not sit under the lamp through． another

evening pretending to read． He could to go with Cla ra up the stairs

only to leave her with a ．cold “good-nighV' at the top of the' stairs． （'9）

ヒューは思い煩った揚句，一つの結論に達する。

The destruction．of what was white and pure．was a necessary thing

in life． lt was a thing men m ust do in order that Jife go on． As for

women， they must be white and pure-and wqit． （20）

 決然としてヒューはクララに立ち向かう。漸く彼らは夫婦になる。

 クララは結婚生活に一つの夢を抱いていたので，肉体だけを求めるヒ

ュー ﾌ態度に不満を覚える。彼女は，Winesburg，0励のエリザベスと同

様に，結婚した相手の男に精神的安らぎを求あている。愛と優しさと理解

こそ夫婦生活には必須の条件であるとクララは考えている。

  クララにとって，機械と金に，所謂，物質主義に支配されている存在は

男性ではない。結婚してから既に3年ゐ月日が流れるのに，クララは結婚

 した相手の男が，まだわからないような気がして仕方がない。ヒューもク・

ララの父親と同じように，物質主義のとりこになっている存在であるとし

か考えられなくなって彼女は不満を覚えている。
'

“At any rate'1 have married me a husband and yet 1 have no husband，

Ihave been in a man's arms but I have no lover， I have taken． hold of

life， but life ha s slipped through my fing ers” ‘2i'

 ビューの内面にもクララのそれにもrepressionがあり，

には見えない壁が存在している。

                （ '79 ）
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There was a wall a blow could shat'ter， and she raised her hand to

Strike the blow． The wall was shattered and then builded itself again．

Even as she lay at night in her huSband's anhs the wall reared itself

up in the dark ness of the sleepipg room．（22）

 ヒューには“poor white”とい．う劣等感があり，クララには17歳の時に

異性に無理やり抱きすくめられて接吻をされたという体験がある。これら

がrepressionとなって2人の間の愛と理解を阻止している。更にクララに

はヒューが同情から求婚したのではないか，という疑惑もある。

 2人の間の取り除けない壁を作っている原因はヒューが機械のとりこに

なっているためである，．とクララは思っている。

 クララは父親の愛用する自動車も含めて，機械文明時代に対して無意識

的に反抗心を抱く'。

  Clara hated the machine and began to hate all machines． Thinking of

  ma chinery and the making of machines had， she decided， been at the

  bottom of her husba nd's inability to tqlk with her． Revolt against the

  whole mechanical impulse of her generation began to take possession

  of her． （23）．

 s

 やがて，ビドウェルの町に機械文明による反逆が起こる。

 ヒューが発明した農業機械に全財産を投資して大損をした馬具屋の主人

ジョー・ウエイソズ．ワーろが機械文明を礼賛する渡り職人の馬具屋ジム・

ギブスンを殺し，資本家のスティーブ・ハンターに重傷を負わせたのであ

る。更にジョーはビューの首に爪をたて，かみついたのである。

A sob broke from his lips． For'a moment he （JQe Wainsworth） stood

trembling with fright， and then turning， he for the first time saw

Hugh， the ma n in whose footsteps he had once crept in the dark ness

in Turner s Pike， the man who had invented the machine by which the

（' 80 ）



earning s of a lifetime had been swept away． “It wasn't me． You did it．

You killed Jim Gibson，” he screamed， and springing forward sank his

fingers and teeth into Hugh's neck． （2‘）

 その瞬間に，ビューもクララも変わる。

 それまで思索家であったクララは，思索することをやめ，彼女の心に，

木の根のように力強い，激しい，木屈の母性が目ざめる。彼女にとっては．

その時以後永久に，ヒューはもはや世界を改造する英雄ではなく，人生に

傷ついたひとりの混乱した子供である。彼女の意識の中では，彼は二度と

再び，その少年期から脱出することはない。

 「私は無駄な労力をはぶく機械を発明し，みんなの苦労を軽減してやっ

たのだ」（25）という考えに，ビューはしがみついていようとしたが駄目であ

る。もはや発明家であることを誇りにする男ではなくなっている。

 クララは，ヒューを憎み，彼および彼のような人間の手にかかって滅び

死んでいく過去に，-共感しつづけ，昔流儀の手で仕事をすることを主張し

た馬具屋のジョーの姿，彼女の父親の冷笑と侮蔑をかった老人の姿，に

よって代表される過去に共感しつづける。

The bite of the man's teeth and the torn places on his cheeks left by

the tense fingers a nd mended， lea ving but a slight scar； but a virus

had got into his veins． The・disease of thinking had upset the harness

makef s mind and the germ of that disease had got into Hugh's

blood （26）

 “the disease of thinking”の病原菌がヒューの血の中へ入り，その瞬間

からヒューは物質主義には従えなくなったのである。

 ビューはピッツバーグの駅で，エリー湖の岸辺で拾ったあざやかな色に

光る小石を手の上に置いてその神秘に心をうぽわれる。（27）手の上の小石に

あたっていたのと同じ光が，彼の心の中にもさし込みはじめ，その瞬間に，

彼は発明家から詩人へと変貌するσ精神的な革命が，その時に始まる。新
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しい独立宣言が彼の内面に記されたのである。

  “Standardization！ Standardization！” was to be the cry 'of my age

and all standardization is necessarily a standardization in impotence．

It is God's law． Women who choose childlessness for themselves

choose also impotence-perha ps to be the better companions for the

men of a factory， a standardization age． （28） M

 ビューは，自分のやってきたことは機械文明によって人間の主体性を奪

い取られて「画一化」（“standardization”）された「無気力者」（“impotent”）

を助長させてきたにすぎないと悟る。機械文明の力による人間の均質化こ

そimpotenceを生みだすのだと悟ったのである。

 ヒューは「機械が人間と人間の間に壁をつくっている」（29）と気付くので

ある。

 ヒューは発明家として成功し，物質的に安定した家庭生活を営むように

なって改めて人生を考える時，ある種の葛藤，即ち精神内界の葛藤に悩ま

されるのである。自分はアメリカの物質文明や出世主義の化身であり，い

わぽ産業主義の下僕にすぎないのではないか，と考えるに至る。人間が人

間として真に生きるとは一体どのようなことだろう，と考える。物質文明

や出世主義こそ人間を規格化し，非人間的な人間をつくるのだ，と考える。

産業資本主義社会機構の下で，何の疑念もなく時流に乗って人生を送るこ

とが出来る人間はgrotesqueになる資格のない恥ずべき生きものだと考え

．る。このような社会機構の下では時流について行けずに外的現実と、内的個

我が乖離し，むしろfancyの世界に閉じこもらざるを得ないinnocenceを

持ち合わせたgrotesqueな人間こそ正常であり，愛と理解に基づく繊細な

優しさによって人間は互いに意思疎通が出来る，とビューは考えるのであ

る。

 ヒューは少年的感覚を回復し，クララは母性に目ざめ，それ故に2人は

堅固に結ぼれる。お互いにrespressionを克服し， innocenceを復活させ，

優しさと理解の上にきつかれた真の愛を勝ち得たのである。
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 機械工業中心の資本主義社会に於ける物質主義の害悪に目ざめ，gro・

tesquenessを超克して，やがて2児の父親になることを夢みるビューの将

辛に瑚るい兆しをみることが出来る・．

 ∫b（〃誌略の結末は，ビューにとってはmoratori㎜を終えてidentity

を確立させる正に人生の出発を意味している。'

 この作品のテーマは“Sherwood Anders6n， Edith Warton， and Thomas

Wolfe”（30）の中でBlanch H． Gelfantが言っているように“personal disso・

ciation and the failure of love”であろう。

 人間が人間として真に生きるためには．，機械工業以前の牧歌的な社会の

復帰を，愛と理解による人間性の回復を，主張しなけれぽならない。

 アンダスンが探求する世の中を，David D． Andersonはいみじくも次の

ように要約している。

  In moving beyond rebellion Anderson became most clearly an

idealist and a romantic． He believed fitmly that somewhere，a life based

upon compassion， love， and understanding could be found， a nd he

sought it in the past and in the towns， where man could live

communally and close to nature at the same time， finding strength

and mutual fulfillment in the proce＄s of living． ‘3i”

ここにPoor Whiteのモティーフを認めることが出来る。

（1）

（2）

（3）
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